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堀込先生の計報が入ったのは、11月17日 鶴見大学に移られて後は、我々は、今度は日
(月)の 資格課程の会議中のことであった。 本図書館協会の教育部会などで、年に1-2
ご実家にお問い合わせすることもさしひかえ 度、お目にかかり、言葉を交わす機会が増えた。
なが ら、ご勤務先であった鶴見大学にご連絡 折 りしも 「情報検索演習」をご担当いただ
をして、はじめて14日(金)に 亡 くなられた く方をお探 ししていたので、お声をかけてみ
ことを知った。思えば、確かこの 日、8限 の たところ、快 くお引 き受けいただいたので
'休講
のご連絡をいただいていたのであった。 あった。2003年 度の秋学期からお願いし、お
人づてに聞 くところによると、こちらにお 出でいただきは じめた矢先のことであった。
出でいただ く途中で倒れ、救急車で病院に運2部 の授業をお願い したので、お仕事の後、
ばれたが、帰らぬ人となってしまわれたとの 明治にまわって下さるということで、8限 を
ことである。 持ってくださった。終了が10時 なので、ご帰
堀込先生 とは、私立大学図書館協会の東地 宅は随分遅 くなられたようだ。さすがに 「き
区研修分科会のひとつである書誌作成分科会 ついです」 とメイルのや りと りの なかで、
が出会いの場所であったと思う。当時は、千 おっ しゃってお られた。
葉大学の付属図書館で働いておられたが、こ また、 「明治の学生 さんは、力があるから、
の頃は、国立大学では、このような研修分科 準備が大変だけれ ども、教えがいがある」'と
会がなかったためか、 レファレンス ・サービ の評価 もいただいていた。授業 も計画的に進
スの分科会などにも、国立大学付属図書館の めて下さっていて、演習における学生への課
方が参加 されていた。書誌作成分科会では、 題提出の指示も明確であったため、堀込先生
文字通 り、書誌を作成することが参加者に課 の後を引 き受けて くだ さったT先 生への引継
せ られていた。当初は、それぞれA4版1枚 ぎも円滑に進めることが出来たのであった。
程度の文献 目録を作成 し、報告後、出席者が さらに前半部分の堀込先生の授業における受
互いに質疑 を交わ し、評価 して行 く形で進め 講生評価 も、可能 となったのである。やはり、
られていた。その後、参加者の力がついてき 着実に物事を進めていかれるご性格が授業計
たこと、書誌 を出す出版社もあって、数名の 画にもにじみでているように思われた。
方たちは出版 にこぎつけた。堀込先生 もその30年 来の知己として、こちらの勝手な思い
お一人で、ご本人が山がお好きであったせい ではあるのだが、今後 も、なにかとご支援を
もあ り、深田久弥の書誌を完成された。 もは いただきたいとひそかに期待 していたことも
や、記憶が定かではないのだが、千葉大学時 あ り、とても残念な気持ちと淋 しい思いが残
代にネパールだかに、 トレッキングに行かれ る。
たというお話を聞いたことがある。 ご冥福 をお祈 りし、これまでのご厚情に感
その後、鶴見大学に奉職 され、パソコンを 謝を捧げるとともに、ご家族の方々のこ平安
活用 した演習教育 に特 に力 を注がれ、教科書 を心から願います。
作 りにも参画するなど、ご活躍中であった。
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